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トランジスタ技術編集部主催

「ワンチップ・マイコン・デザイン・コンテスト」開催のご案内
● 趣旨・目的
トランジスタ技術編集部では，78K，AVR，H8/

300H，H8/Tiny，MC68HC05，MSP430，PIC，PSoC，

R8C/Tinyなどのワンチップ・マイコンを使ったハード

ウェア，ソフトウェアを選奨し表彰する「ワンチップ・

マイコン・デザイン・コンテスト」を開催します．

本コンテストは，マイコンに関心のある多くの方々と

相互に交感できる場を提供するとともに，マイコンの普

及・発展の契機となることを目指します．

● 募集内容
ワンチップ・マイコンを使ったソフトウェアまたはハ

ードウェアであること．

● 賞，賞金
グランプリ（1名）；30万円

準グランプリ（1名）；10万円

入賞（3名）；各2万円

● 応募規定
・説明文など，応募に使用する言語は日本語とします．

・未発表作品に限ります．ただし，以下のものは可とし

ます．

個人のウェブ・ページで公開しているもの

学会発表予定のもの

・一応募者あたりの応募作品数に制限はありません．

・作品の応募に関する一切の費用は応募者の負担としま

す．

・応募された作品のアイディアやソフトウェアの著作権

等は応募者に帰属しますが，作品の公開・配布権に

ついては応募者と主催者の両者で保有します．

・入賞候補となった作品は送付していただきます（審査

終了後返却）．

● 応募方法・締め切り
・回路図（BMP，PNG，Jpeg，PDF形式化したもの）

・プログラム（ファイル一式）

・作品についての簡単な説明（1000字以内）

・その他写真や動画なども必要に応じて添付可

上記一式をLHA，またはZip形式で圧縮し，メール

でお送りください．

送付先メール・アドレス：omdc@cqpub.co.jp
締め切り：2005年9月30日（到着分）
● 審査員
桑野雅彦氏（パステルマジック代表）

後閑哲也氏（マイクロチップ・デザインラボ代表）

島田義人氏（工学博士）

● 入選者の発表と作品の公開
・本誌2006年1月号誌上

グランプリ，準グランプリ作品を本誌2006年1月

号誌上に掲載

・本誌2006年4月号付録CD－ROMに全作品を収録し

公開予定

●問い合わせ先
omdc@cqpub.co.jpへお願いいたします．

＊お電話での問い合わせは受け付けておりません．

■ 2005年7月号

● 特集

p.144 右↓6行目：OPアンプに入力で

きる電圧まで落として→ホール素子に入

力できる電圧（5 V）まで落として（図7－1

ではこの部分を省略している）

p.146 右↑10行目：供給電圧は10 Vで

す→供給電圧は最大10 Vです

p.148 写真9－2のキャプション：フォ

トIC S4282－51の出力波形→LEDの駆

動波形

p.149 写真10－1：正しくは右図のとおり

p.153 表 1－1のキャプション：74AC

や74LVCは比較的大きな電流を出力で

きる

p.169 左↑6行目：リレーを使うと…

小さくなります→アナログ・スイッチと

異なりリレーは原理的にひずみが発生し

ません

p.182 右↑2行目：DCアンプと呼びま

す→削除．図1－1：平均値VIaveはVCCA
（2.5 V）の破線を指し示す

p.183 図1－5キャプション：センサ出

力に直流ぶんが不要なときの増幅回路

p.187 右↑9行目：信号の周波数より

十分→信号の周波数よりカットオフ周波

数が十分

p.196 図3－2（b）の吹き出し：Aの直流

電圧はVin．Bの直流電圧は0 V．また，

Voutへの矢尻をとる．左↑5行目と2行

目：ESL→ESR

p.199 左↑8行目：IN1－（4番ピン）と

IN2－（13番ピン）端子→IN＋とIN－．図

7－2：吹き出し「0～0.4 Vであること」

の二つの矢尻はエラー・アンプの＋端子

ではなく－端子を指す

● SPICE実用電子回路講座

p.231 左↓18行目：OPアンプ回路の

ゲインはAOから1/βに低減します．右

↓2行目：位相の比という→位相差とい

う．右↑4行目：位相比→位相差

p.232 図5－3キャプション：AOβ＝1

上の点が1＋AOβ<1にあるとピークが

出る．左↑4行目：発振しない→ピーク

が出ない．右↑6行目：発振するかしな

いか→ピークが出るか出ないか

p.234 図5－6：入力信号→－入力端子

● 高速A－D変換のしくみと活用

p.252 写真2－1キャプション：2.5THz

の信号も観測できる→2.5 THz相当の時

間分解能で表示できる

訂正とお詫び 本誌のバック・ナンバーにおいて，下記の箇所に誤りがありま

した．お詫びして訂正いたします． （編集部）

世界ものづくりサミットが7/13（水）～7/14（木）の間，インテックス大阪で開催

される．問い合わせ先は 大阪国際見本市委員会． （06）6612－1757

http://www.fair.or.jp/mono/


